
速やかに専門医および指導医が取得できる
「特例制度※」があと2年で受けられなくなる見込みです。
※特例制度は、精神科リエゾン専門医および指導医を全国的に増やすための時限的な制度です。
　相応のご経験をお持ちの先生方は、速やかに専門医および指導医の認定を取得いただけます。

（正式名称:一般病院連携精神医学専門医）が

精神科
リエゾン専門医
精神科専門医の
サブスペシャルティとして
認められました。　総合病院では、高齢者対策、救急医療、がん医療などの多様な場面において、身体・精神両面

にわたる質の高い・安全な医療を提供することが求められます。その中でリエゾン精神医学は、

他の診療科と連携して、多職種協働のチーム医療を推進する重要な役割を担っています。

　わが国は未曾有の超高齢社会を迎え、団塊の世代が後期高齢者となる2025年問題など、

医療のパラダイムシフトが求められております。医療の構造が劇的に変わる中で、患者、家族、

そして現場の医療者はさまざまな精神面における課題や葛藤を抱えており、リエゾン精神医学

に対する要請は今後ますます大きくなることが予測されます。

　ぜひ当学会の専門医および指導医になっていただき、総合病院における

精神医療を推進していただくとともに、後進の育成にもお力添えいただきます

よう、こころからお願い申し上げます。

日本総合病院精神医学会 理事長
東京女子医科大学

西村 勝治

理事長メッセージ

日本総合病院精神医学会専門医制度

総合病院精神医学に関する優れた学識と高度の技能および倫理観を備えた臨床医を
育成し、良質の医療を提供することを目的とする。

■ 制度の発足　2001（平成13）年4月1日
■ 資格名　　　一般病院連携精神医学専門医
■ 名称　　　　一般病院連携精神医学専門医（略称：精神科リエゾン専門医）

 （Board Certified Consultation-Liaison Psychiatrist by JSGHP）

一般病院連携精神医学指導医（略称：精神科リエゾン指導医）
（Board Certified Consultation-Liaison Psychiatry Educator by JSGHP）

■ 取得者数※　 精神科リエゾン専門医：491人
精神科リエゾン指導医：438人

■ 研修指定施設数※　全国 197施設

日本総合病院精神医学会事務局　【お問い合わせ】TEL・FAX：03-5805-3720
【メールでのお問い合わせ】jsghp@mth.biglobe.ne.jp
【URL】http://psy.umin.ac.jp

※2022年6月1日現在



特例制度を活用した
「精神科リエゾン専門医および指導医」取得の流れ

　総合病院での精神科医療において指導医相応のご経験をお持ちの場合***、秋の総会中に
実施予定の指導医講習会を受講いただくことで、速やかに「特定指導医」の認定取得が可能です。
　そののち、正式な専門医指導医資格の取得を希望される場合、専門医講習会の受講および専門
医認定試験（筆記および口頭試問）の合格をもって、最短で翌年の春に精神科リエゾン専門医
および指導医の資格申請が可能となります。

特例制度はあと2年で受けられなくなる見込みです
（2023年度末の申請まで）

対象となる先生方は、ぜひこの機会に「精神科リエゾン専門医および
指導医」の取得をご検討ください。

精神科リエゾン専門医が
精神科専門医のサブスペシャルティ＊に

全国的な研修体制を構築するための
 「特例制度」があります

　JSGHPでは、リエゾン精神医学を学ぶための研修制度を全国的に確立することを目的に、
相応のご経歴をお持ちの先生方＊＊＊に速やかに専門医および指導医の資格を取得いただき、
研修施設を増やせるよう特例制度を設けています。
　現在、通常の指導医に加えて、特定指導医の認定をお持ちの先生が在籍する施設では、精神科
リエゾン専門医特定研修施設として認定を受けることができます。

　日本総合病院精神医学会（JSGHP）の専門医制度である「精神科リエゾン専門医（正式名称：
一般病院連携精神医学専門医）」は、身体疾患を有する患者・家族の精神的問題について、他科と
密接に連携して対応する専門性を有しております。本専門医は、従来より厚生労働大臣が認める
広告可能な医師の専門性資格として認められており、医療機関のパンフレットやホームページ
などに掲載することができます。
　さらに、精神医学領域のサブスペシャルティであることを、精神科サブスペシャルティボード＊＊に
よって2022年４月１日付で認められました。これは、「精神科リエゾン専門医」の専門性が、精神
医学の中の一分野として正式に位置づけられましたことを意味します。

＊ 条件付き承認であり、リエゾンコンサルテーションに関する研修について内容の詳細の記載など複数の課題について継続的に検討し、その進捗を認定開始か
ら1年後に精神科サブスペシャルティボードに報告することが求められています。学会としては着実に対応を行っております。

＊＊ 精神科サブスペシャルティボードは、精神科七者懇談会を構成する各団体（日本精神神経学会、精神医学講座担当者会議、国立精神医療施設長協議会、日本
精神神経科診療所協会、日本精神科病院協会、日本総合病院精神医学会、全国自治体病院協議会精神科特別部会）から推薦された委員より構成するボード。精神
科領域にとって重要なサブスペシャルティについて協議、承認作業を行っています。

＊＊＊ 以下の①②を満たす方は特例制度の活用が可能です

①総合病院精神医療に医師として8年以上従事した経験を有する
②申請時において総合病院（100床以上、内科外科の標榜有、精神病床が半数未満）の常勤職員である

※2022年の日本総合病院精神医学会 総会は、10月28日（金）～29日（土）に東京で開催します。
詳しくは https://jsghp35.jp/ をご覧ください。

特例制度の対象の先生方
▶総合病院精神医療に医師として8年以上従事した経験を有する
▶申請時において総合病院（100床以上、内科外科の標榜有、
　精神病床が半数未満）の常勤職員である

①指導医講習会を受講（秋の総会会期※中を予定）

以下は特定指導医認定前にあらかじめ受けることも可能

②専門医講習会（秋の総会会期※中を予定）を受講
③専門医筆記試験（秋の総会会期※中を予定）に合格
④専門医口頭試問（冬期に予定）に合格

上記②～④要件を満たし次第、速やかに申請

受講後速やかに申請

特定指導医の認定取得

指導医の認定取得

最
短
半
年
間
で
取
得
が
可
能

特定指導医または指導医取得後速やかに申請

研修施設として認定


